
　　　　　住まいの土地利用について
津波により浸水したと見込まれる区域の状況について

①区域
　人口　 ：７，４５１人
　世帯数：２，６５２世帯
 　(内農家：５３８世帯)

②区域
　人口　 ：３，６２５人
　世帯数：１，３２３世帯
　 (内農家：２０９世帯)

③区域
　人口　 ：６，５４０人
　世帯数：２，５２６世帯
 　(内農家：５０世帯)

◎津波による浸水地区
　人口　 ：２１，９９２人
　世帯数：　８，１１０世帯
　（内農家：１，１６０戸）
　面積　 ：　４，５４０ｈａ

②

①家屋流出・1階天井まで浸水と見込
まれる区域

津波による浸水区域

③床上浸水と見込まれる区域

②床上1m以上の浸水・がれきの建物
内流入が見込まれる区域

①

③

仙台東部道路

※本資料は、独自調査に基づき、被害状況を想定し概ねの地域を設定したもので、り災証明等の各種証明とは関係ありません。
　 また、面積・人口・世帯数等の数値は暫定値であり、変更となる場合があります。
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東部地域の住まいに関するイメージ図

集約地

荒井周辺の新規区画整理区域

県道　塩釜亘理線
〔盛土構造〕

仙台東部道路

市街化区域

市街化調整区域

田子西周辺の新規区画整理区域

②

　

①：より安全な西側地域への集団移転

①

①

②：現位置での再生または集約化

②

③：現位置での再生

③

①

災害危険区域



東部地域の土地利用イメージ図

防災施設と公園緑地

新産業用地として再生

農業の再生

集約地

荒井周辺の新規区画整理区域

県道　塩釜亘理線
〔盛土構造〕

仙台東部道路

市街化区域

市街化調整区域

田子西周辺の新規区画整理区域

市街地の再生

工場用地として再生

産業機能の再生


